
(別紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表株式】

令和5年 6月 30日 ※1

(前 回公表年月日「令104年 ,月 3,日 )

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )

1 公表年月日(※ 1)

最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映

した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

2就 職手の状況 (※ 2)
「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて(通 知)(25文 科生第596号 )Jに 留意

し、それぞれ、「大学 短期大学 高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職(内定)状 況調査」又は「学校基本調査」こおける定義に従います。
(1)「 大学 短期大学 高等専門学校及び専惨学校卒業予定者の就互転(内 定)状 況調査」における「就職率Jの 定義について

①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の害1合をいい、調査時点における就覆能者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者Jとは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業J「家事手伝い」「留
年J「 資格取得」などを希望する者は含みません。
①「就職者」とは、正規の職員(雇用契約期間が1年 以上の非正規の職員として就職した者を含む)として最終的に就職した者(企 業等から採用通知などが出された者)を い
います。
※「就職 (肉定)状 況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の

者、留学生、臨講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、衝学科、獣医学科、大学院、専攻科、身I科 の学生は除きます。
(2)「 学校基本調査」こおける「卒業者に占める就職者の割合Jの 定義について

①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
12あ「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません(就職したが就職先が不β月の者は就職者として扱う)。

(3)上 記のほか、「就職者数(関連分野)は 「学校基本調査 1に おける「関連分野に就職した者 Iを 記壷比しますハまた、「その他 1の lぃ日は、関連分野へのアルバイト者数や進

3主な学修成果(※ 3)

認定課程において取得目4票 とする資格 検定等状況について記重えするものです。|)国 家資格 検定のうち、修7と同時に取得可能なもの、(2)国 家資格 検定のうち、惨7と
同時に受験資格を取得するもの、Oその他(民間検定等)の 種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述権司には、各認定学科における代表的
な学修成果(例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入貧状況等)1こ ついて記載します。

福岡医健 スポーツ

専門学校
平成 14年4月 1日 古谷野 潔

〒8120032
福岡県福岡市博多区石城町730

`百
三苫)onク ークF】 ク_ク 1ln

学校法人滋慶学園 昭和58年 12月 23日 浮舟 邦彦

〒134-0084

東京都江戸川区東葛西∝16-2

(目乳言舌)o3-5578-3311

医 療 医療専門課程 薬業科 〈すり登録販売者コース
平成22年文部科学省

告示第 152号

学科の目的

認定年月日

修業年限

の適切な選択及び使用法 保管法などの情報提供能力を身に付け、登録販売者の資格を取得する。
献し、セルフメディケーションの普及に努め、店舗運営能力を持った人材を養成する。

また、ドラツグストアにお
てヽ 地域の医療 に 貢

昼 夜 講義 演 習 実 習 実験 実技

2 昼 間

80人の内数 14人 1人 2人 12人 14人

学期制度
日前期 :4月 1日 ～9月 30日

日後期 :10月 1日 ～3月 31日
成績評価

■成績評価の基準・方法

各科目について、出席率、授業態度、試験の成績、レポート裸i
誦の耐籍筆歩な合的に長httt 以下の4f(ア階こ工l相iナ すス^

長期休み
H夏 季 7月 18日 ～ 8月 20日

12月 25日 ～ 1月  9日
2月 5日 ～ 3月 31日

冬 季 :

学年末 :

卒業・進級
条件

1 進級認定:各年次の合計修得単位が57単位以上の者は進級
することができる。22年間の合計惨得単位が114単 位以上の者
は卒業することができる。

学修支援等
男1

課外活動

■課 外 店 甍Dの種 類

①各種企業プロジェクト実行委員会 ②ポランティア実行委員会③学I重

祭実行委員会④体育大会実行委員会 その他

就職等の

状況※2

)

ドラッグストア、調剤薬局、病院

るキャリアセンターを設置し、―人ひとりの希望に
履歴書指導、画接指導、求人獲得、企業見学 1采 用試験の設定

また、

8

8

日卒業者に占める就職者の割合

主な学修成果
(資格・検定等 )

■国琢貧橋・模疋/そ の他・民間↑真雇寺

登録販売者 ③ 7人 3人

X種別の桐には、
るかとこ載する。
①国家資構検定
②〔三家女格 検定

各賣構 検定について 以下の①～④のいずれかHこ嵌当す

のうち、体了と同
'寺

に取得可能なもの
のうち、体7と 同

'寺

に受験資格を取得するとの

③その他(民 間検t寄 )

日自由記述欄

(例 )認定学科の学生・卒索生のコンテスト入貧状況等

中途退学
の現状

■甲達退字者                2名       口甲退準

令和 4年 ■月 1悧 時点において、在学+15名 (令れ1■ 年 4)11口 人学者を含む )

令和 5年 3月 31‖ 時点において、在学者 13名 (令 和 5年 3)131日 卒業者を含む )

■中途退学の主な理 由

経済的困窮、目的意:哉喪失

199 %

■中退防止・中退者支援のための取組

⑦成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施②付属の慶成会クリニックによる健康管理(受診料実費負担なし薬代負担なし)③進路変更希望
者に対しては、担任と共に専任の進路変更委員が支援を行う。本人の希望に基づき滋慶学固グループ内への転校・転科が可能④担任による定期的 継
続的個別面談の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士(カウンセラー)1こよる早期介入支援 (メンタルサポート)⑥学費や経済面のサポート
は、事務局会計課 専任のファイナンシャルアドバイザー 奨学金担当がきめ細かな支援を行つている

経済的支援
制度

四学校独自のJ犀学金 授業料等減免制度i 有
⑦滋慶奨学金(在校生対象の賞与型奨学金 無利子)

②学費分割納入制度(無金利 手数料等無、保証人不要)

Э長期歴修制度(留 年に伴う学費免除)

日専門実践教育訓練給付:Jに 給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記鼓

第二者による
学校評価

■民間の糾 l血 機 F幻 寺から第三看。+ld:熙
※有の場合、例えば以下について任意記戴
(評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームベージURL)

当該学科の

ホームベージ
IURL

HTTP://wwwikenac p/



1「専攻分野に関する企業、団体等(以下「企業等」という。)との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の1教 育課程の編成を行つていること。J闘

(1)教 育課程の編成(授 業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)に おける企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業
の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業
やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪間を通して更なる情報収集を
図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教 育課程編成委員会等の位置付け

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものと
し、委員会の適切な運営は理事会が担保することになつている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の
情報、意見を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。
(以 下図により、編成意思決定の過程を示す)

(教 育課程編成委員会)     (学 校・学科)     (教 育課程編成委員会)     (学 校・学科)

D(実行 )

(3)教 育課程編成委員会等の全委員の名簿

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「―」を記載してください。)

①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)

②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教 育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

育課程編成委員会は年2回 開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予 定)日 時は以下の通り。また、委員会欠
委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催 日時 )

1回 令和 5年 5月 19日 15:30～ 1 7iOO

2回 令和 6年 1月 26日  1 3iOO～ 1 5iOO(予 定 )

(5)教 育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

いて学力
差により教育達成度に偏りが出たり、質の低下があるのではないかとの指摘があり、学生の学力差の偏りを軽減するために検定対策科目に
別などの少人数制による教育を取り入れた。また、卒業後の教育の必要性の指摘があつたので、卒業生に対する登録販売者の資格更新教育

実施する予定である。また、各ドラッグストアの特色と学生希望との良好なマッチングができないかとの指摘があり、マツモトキヨン、ココカラフアインなど
手7社 の人事担当者にご来校頂いて、各ドラッグストアの特徴や求める人材像について、講義を行つていただいた。また、就職に於いて地元志向の学生

ており、広域社員への関心を上げることができないかとの指摘があつた。これに対応すべく、就職指導のシラバスを変更し本社採用のメリットやゼネ
わず全学科に共通した意見として、各委員からは、「コミュニケーショリストとしての魅力について、キャリア設計に基づいた教育を行つた。また、学科を問

C(チ ェック)

驀憂R‖

篠原 陽子 令和6年 4月 1日 ～ 令和 6年3月 3,日 (1年 ) ①

中西 祐介
株 式会 社サ ンドラツク

人事 部 摂 用誤 主任
令和5年 4月 1日 ～ 令和 6年3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
福岡医健・スボーツ専門学校
事務局長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔
T邑聞医健・ス不―ツ専門

~子
校

学校長
令和5年 4月 1日 ～ 令和 6年 9月 31日 (1年 )

河口 青児
4目 岡 医健・スボーツ専 門 字 校

副 桂 岳 ,数務部 岳
令和5年 4月 1日 ～ 令和 6年 3月 3,日 (1年 )

松原 敏昭 令和5年 4月 1日 ～ 令和 6年3月 31日 (1年 )

有村 貴利
Tttl缶 l医健・ス不―ツ尋門

~子
板

薬業科 草任教員
令和5年 4月 1日 ～ 令和 6年3月 31日 (1年 )

A(改善)P(プラン)

(呵 )実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力とし
ての職業大教育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習'演習科目に於いては、現場の
第一線で活躍するプロに非常勤講師を依頼するなど、摂業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(2)実 習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラ
バスを基に授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもって総合的に評価される。また、担当非常
勤講師と学科専任教員は常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。更に、業界研修・臨床
実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底すると共
に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

ドラッグストア実務実習
医薬品登録販売者店舗管理者要件である実
務実習を月80時間行い、実践的に現場を学習
する

株式会千」コクミン、1宋爪云千■ココカフフアインク ,レ ーフ、株式雲4iマツキヨココ刀フ

&カンパニー、株式会社ドラッグイレブレ、株式会社ドラツグストアモリ、株式会社

サンキュードラッグ、株式会社サンドラッグ、株式会社大賀薬局、株式会社 ヨス
モス薬 品

実験又は演習 (以下「実習 習等」とt

(3)具 体的な連携の例※科目数については代表的な5科 目について記載。

f企業等と連携して、実習、 てし

た検討・環境整備に取り組んでいる。



「企業等と連携して、 に行つていること。に対し、専攻分

(1) (以

定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の
目的として、職歴や能力,経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等
や詰習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

向上などを
が開催する研修の

研修会

(2)研修等の実績

日本チエーンドラッグストア協会
令和4年 8月 19日
薬業科専任教員1名

ドラッグストア業界が、セルフメディケーション推進のために様 な々取り組んている。人 の々安全安心な暮らしを支えるためにその課題を検討する

ス ト

主

内

,レフ ィケーショ

研修名 :」 MA請師研修会
主 催 :一般社団法人」MA
実施日〔令和4年 9月 27日
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :検 定基準・内容の確認や見直しなどを行う。また、就職に関する情報や講義、化粧品の新商品などの講座で知識を深めることができる。

研修名 :薬Я普・漢方検定研修
主 催 :薬 l曽・漢方検定運営事務局
実施日:令和4年 12月 7日

参加者 :案業科専仁教員1名

内 容 :検 定基準・内容の確認や業界に関する情報、資格の活用方法など、研修で知識を深めることができる。
荘 轟 力 の 極 得・向 上 の た め の 研 楊 等

実施 日:令和5年 6月 2日

参加者 :薬業科専任教員 1名
肉 蓉 :滋藤学ロゲループ隈構4構 の広華儒,数音琳 職に閣 t´ て、各控のI昇】丈及び目揮など斉華罷告し、指連方法や誤顕について検討する。

研修名 :医健4校勉強会
主 催 :滋慶学園

研修名 :医療事務教育分科会
主 催 :滋慶学園
実施日:令和5年 6月 27日
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :滋磨学園グループ医療事務系学科・コース担当者が、各校の現状などを話し合い、指導方法や課題について検討する。

(3)研 修等の計画

1)車攻 /,■` 野 にお Iする寧 藩 に 間 す る研 修 写

研修名 :日 本薬業専門学校連絡協議会
主 催 :日 本チエーンドラッグストア協会
実施日:日 程調整中
参加者 :薬業科専任教員司名
内 容 :医薬品業界の取り組み、プレゼンテーション、ドラッグストア業界の情勢を学び企業との情報交換を行う。

一般社団法人」MA
日程調整中
薬業科専任教員1名

検定基準・内容の確認や見直しなどを行う。また 品の新商品などの講座で知識を深めることができる。

育、各校の現状などを話し合い、指導方法や課題について検討する。
教員1

教員1

4
当

「学校教育法施行規則第189条において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては
該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(1)学 校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委
員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検 ,自 己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営
の改善に活用することを方針とする。

(2)「 専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

※(10 及 11 について

(3)学 校関係者評価結果の活用状況

薬業科に係る就職について概ね、3/31前後で就職率が1000/6になる傾向にあるが、卒業式までにできる限り就職1000/oを 達成するよう改善できないか
との指摘を頂いた。就職が遅れる主な理由として、学生自身の就活の遅れがある為、職業観や仕事観を確立し学生の動機づけ・意識づけに力を注いだ。
また、1年間に及ぶ実習を受け入れて頂いているが、就職は他企業へするケースがあるとの指摘があり、実習先を選定する段階から就職先を意識して決
めるよう指導した。また、各委員より各項目概ね「評価4」 の評価を頂いたが、その他の意見としては、学科を問わず学校全体への意見として、各委員から
「コミュニケーション能力の更なる向上に努めてほしい」「就職100%と共に1年以内の離職率の低下が重要」「国家資格の合格率と共に受験率の更なる向上

を期待する」「「中途退学率の更なる低減が必要」「基礎力と応用力の強化が重要」など多くの意見を頂いた。リーダー会議、学科会議、キャリアセンター会
議、全体会議等でこれらの意見を共有し、具体的な対策を実施し、その実現を図つている。

~子
校 が 甜 軍 す る評 fttI自 目

数 百 理 役・目 的・育 成 人 材 像

■重宮 字 校 連 宮

活 動 教 育 渚 望カ

数 百 成 星

学 生 す 1■

教 育 E靖
:の受人れ泉異 字 生 の 暴 集 と受 け人 れ

社 会 盲
『

1代

交 ;希



(令和5

名  前 Pチr  属 イと   ,ミ ,1

令和5年 4月 ,日 ～ 令和 6年3月 91日 (1年 ) 企業等委員(柔 道整復科 )村田 栄治 村田整骨院 院長

要 信義 要鍼灸院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和 6年3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (鍼 灸科 )

橋本 修ニ 社 会 医療 法 人財 回 池 友 会 T昌 1缶 l和 日

「

丙厩

医療 導 挨 車 主幹
令和5年 4月 1日 ～ 令和 6年3月 31日 (1年 )

企 業寄委 員

(救 魚救命 公務 昌科 )

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(理学療法科)福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(作 業療法科)

案西 浩平
底 l景法 人 在 回 T夕 否 め ん ごい 凹 科 クリニ ツワ

理 事 岳
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (歯科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社回 扶洋会 秦病院 看護部長 令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (看護科 )

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )
至

`ス

■
莱等 委 員

―ッ慰 聾 えn安積 研二 AcroBats株 式会社 取締役会長

令和5年 4月 1日 ～ 令和 6年3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (薬 業科 )中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年3月 9,日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在校生(鍼灸科2年 )保護者 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 検長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 高等学校関係者

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 地域関係者戎崎 淳― 福岡市博多区大浜公民館 館長

※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前 回 令和4年 6月 30日 )

広報誌等の刊行物 。その他 ( ) )

htt区∠/wYVヽ W tten奎」P/

『企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供しているこ

ょ関係

(1)企 業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カ リキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を 具
現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細

(2)「 専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

(2)各学科等の教育

ロ ー

(6)学生の生活支援

11

と。

報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイ
教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤
機会を活用して、積極的に情報の提供を行つてし

頂くこ の具体的な情報提供方法としては、
こよる企業訪問、企業とタイアップし

支援をス 、 企業等ヘとが重要となる。 関学校 貝I系者言平イ面委
行うて イ ント ら等 あ るゆリアセキャ ンタースタッフとの講師会講師

るヽ。

※(10)及 び(11)については任意記載。

(3)情 報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: httpi//www ken acjp/



(別 紙様式1-2)

授業科目等の概要

(医療専門課程栗業科 くす り登録販売者コース)令和 5年度

分 類

授業科目名 授業科 目概要

配
当
年
次

・
学
期

授

業

時

数

単
　
位
　
数

教
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企
業
等
と
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習

実
技
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外

専

　

　

任
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任

1 〇 情報処理 I

Windowsの基本操作の習得とWordで の文章・

作図、E x celで の表計算などができるよう
になる。

1 30 2 O O ○

2 ○ 情報処理Ⅱ
Windowsの基本操作の習得とPowerPointで の
プレゼンテーション資料作成などができる
ようになる。

2 30 2 ○ O 〇

3 O 英会話

グローバルな感性 を養 い、国際化に対応で

きる日常英会話や病院での実践英会話 と医
療用語 を習得す る ことがで きるよ うにな
る。

1 30 2 O O O

4 ○
コミュニケー
ションスキル

自己との対話や様々な感覚・覚醒の練習を
通 して、豊かな人間形成を図 り、それを
ベースに日常のコミュニケーションを作 り
出すことができるようになる。

1 30 2 〇 O 〇

5 O
ホ ス ピタ リ
ア イ

ホスピタリティの基本を理解 し、接客や接
遇の場面でホスピタリティ精神を発揮する
ことができるようになる。

1 30 2 ○ ○ ○

6 〇 ビジネス文書

ビジネス文書 を正 しく理解 し、 ビジネスで

使われ る基本 的な文書 が書 けるよ うにな
る。

2 30 2 ○ ○ ○

7 O 接客カウンセ
リング

接客応対技術を患者様の心理的な側面より
理解 し、購買に繋げるカウンセリングがで
きるようになる。

2 30 2 O O O

8 〇 解剖生理学 I

人体総論及び、骨格系・皮膚・感覚器系・

筋系など体の構造と働きについて説明でき
るようになる。

1 30 2 〇 ○ ○

9 O 解剖生理学 Π
人体総論及び、骨格系・皮膚・感覚器系・

筋系など体の構造と働きについて説明でき
るようになる。

1 30 2 O 〇 O

10 ○ 解剖生理学Ⅲ
呼吸器系・循環器系・消化器系など体の構
造 と働きについて説明ができるようにな
る。

1 30 2 O O 〇

11 ○ 解剖生理学Ⅳ
神経系・生殖器系・泌尿器系・内分泌系な
ど体の構造 と働 きについて説明ができるよ

うになる。

1 30 2 ○ O ○

12 〇 病態生理学
病気にかかる原因・主因及び誘因について

説明ができるようになる。
1 30 2 ○ O ○



13 〇 臨床医学
内科系・外科系など主な病気とその治療内

容について説明ができるようになる。
2 30 2 〇 O ○

14 O 薬事関係法規
医薬品取 り扱いに関する法規、及び自己責
任とセルフメディケーションについてて説
明ができるようになる。

1 30 2 ○ O 〇

15 O
医薬品の適正

使用・安全対
策

医薬品の適正使用情報・医薬品の安全対策
について説明ができるようになる。

1 30 2 O ○ 〇

16 ○
体の症状とヘ

ルスケア
人体の症状とそのヘルスケアについて説明
ができるようになる。

1 30 2 ○ 〇 〇

17 ○
こころとヘル
スケア

こころの病気に起因 した病気について学
び、ア ドバイザーとしての知識を習得 し、
基礎的なヘルスケアができるようになる。

1 30 2 ○ ○ ○

18 O 薬 とヘルスケ
ア

セルフメディケーションを推進する上で最
も重要な一般用医薬品について理解 し、医
療従事者として情報提供ができるようにな
る。

1 30 2 ○ ○ ○

19 O 病気 とヘルス

ケア
病気の予防 =改善 =健康の維持・増進を図
るための説明ができるようになる。

1 30 2 ○ O 〇

20 O
介護・応急処
置・運動・応

対

介護・応急手当・運動・応対の基礎知識を
学び、説明ができるようになる。

1 30 2 ○ O ○

21 〇
栄 養 ・ 食 生

活・育児

人が健康な生活を送る為に必要な栄養・食
生活について、患者様へのア ドバイスがで
きるようになる。

1 30 2 〇 ○ O

22 ○
一般用医薬品
論 I

精神神経・呼吸器官に作用する薬について
説明ができるようになる。

1 30 2 ○ ○ 〇

23 ○
一般用医薬品
論 Ⅱ

精神神経・呼吸器官に作用する薬について

説明ができるようになる。
1 30 2 〇 〇 ○

24 O
一般用医薬品
論Ⅲ

胃腸に作用する薬 i排泄に関わる部位に作
用する薬・心臓などの器官や血液に作用す
る薬について説明ができるようになる。

1 30 2 〇 〇 ○

25 ○
一般用医薬品
論Ⅳ

胃腸に作用する薬・排泄に関わる部位に作
用する薬・心臓などの器官や血液に作用す
る薬について説明ができるようになる。

1 30 2 〇 〇 O

26 〇
一般用医薬品
論V

婦人薬・アレルギー用薬・鼻に用いる薬に
ついて説明ができるようになる。

1 30 2 〇 ○ ○

27 ○
一般用医薬品
論Ⅵ

婦人案・アレルギー用薬・鼻に用いる薬に
ついて説明ができるようになる。

1 30 2 〇 〇 〇



28 ○
一般用医薬品
論Ⅶ

皮膚に用いる薬・眼科用薬・歯や日中に用
いる薬・禁煙補助剤について説明ができる
ようになる。

2 30 2 〇 ○ ○

29 ○
一般用医薬品
論Ⅷ

滋養強壮保健薬・漢方処方製剤・生薬製剤
について説明ができるようになる。

2 30 2 ○ 〇 O

30 O
一般用医薬品
論区

滋養強壮保健薬・漢方処方製剤・生薬製剤
について説明ができるようになる。

2 30 2 〇 ○ ○

31 O
一般用医薬品
論X

公衆衛生用薬・一般用検査薬について説明
ができるようになる。

2 30 2 O ○ ○

32 〇 基礎漢方学 I

東洋医学の観点から、漢方薬の成分・効能
効果・副作用の基礎について説明ができる
ようになる。

2 30 2 ○ O O

33 O 基礎漢方学 Ⅱ
東洋医学の観点から、漢方薬の成分・効能
効果・副作用の基礎について説明ができる
ようになる。

2 30 2 ○ ○ ○

34 O 卒業研究 I

2年間学習したことや体得したことを、個人
またはグループでテーマを設定し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 〇 ○ ○

35 O 卒業研究 Ⅱ
2年間学習したことや体得したことを、個人
またはグループでテーマを設定し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 O 〇 ○

36 ○ 卒業研究Ⅲ
2年間学習したことや体得したことを、個人
またはグループでテーマを設定し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 〇 ○ 〇

37 〇 SPI
就職試験を成功させるために対策学習を学
び、就職活動に対応できる能力を身につけ
ることができるようになる。

1 30 2 ○ O ○

38 ○
登録販売者特
別講座 I

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ ○ O

39 O 登録販売者特
別講座 江

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ ○ O

40 〇
登録販売者特
別講座Ⅲ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ ○ 〇

41 〇
登録販売者特
別講座Ⅳ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ O 〇

42 O 登録販売者特
別講座 V

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 O ○ 〇



43 ○
登録販売者特
別講座Ⅵ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 O 〇 O

44 O
登録販売者特
別講座Ⅶ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ 〇 〇

45 ○
登録販売者特
別講座Ⅷ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ O O

46 ○
登録販売者特
別講座区

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ ○ O

47 ○ 実習指導 I

ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 〇 O ○

48 〇 実習指導 Ⅱ
ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 O ○ O

49 ○ 実習指導Ⅲ
ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 O 〇 〇

50 O 就職指導
就職活動を成功させるために社会人基礎力
を学び、履歴書作成・面接の実践ができる
ようになる。

2 30 2 O O ○

51 O
ドラッグス ト
ア実務実習

登録販売者 (店 舗管理者)の要件である実
務実習を月80時間程度行 い、実践的な知識
と技術 を身につけることができるようにな
る。

1

2

960 32 O ○ ○ O

52 O 海外研修
海外の病院や医薬品業界を視察し、国際人
としての知識を身につけることができるよ
うになる。

1 120 4 O ○ O

53 O 東洋医学
東洋医学的な立場か ら疾病の診断・治療方

法を学び、説明ができるようになる。
1 30 2 ○ 〇 ○

54 ○ 漢方学
漢方薬の成分 =効能効果・副作用について

学ぶ。また、漢方処方の仕方について学び

説明ができるようになる。

2 30 2 O O O

55 ○ 流通・小売業

生産者や卸売業者か ら仕入れた商品を、消

費者に販売するための仕組みや流通につい

て説明ができるようになる。

1 30 2 ○ ○ O

56 O 簿記・販売
企業における経理事務に必要な会計知識の

習得 と経営分析ができるようになる。
1 30 2 O ○ ○

57 O 販売士 I

マー ケテ ィングの基本 的 な考 え方 な ど知

識・技能 を身につけ、販売担当として接客
や売場づくりができるようになる。

2 30 2 ○ O 〇



58 O 販売士 Ⅱ
マーケティングの基本的な考え方など知
識・技能を身につけ、販売担当として接客
や売場づくりができるようになる。

2 30 2 ○ ○ ○

59 ○
サプリメン ト
I

サプリメン トの基礎知識を学び、健康の維
持・増進、栄養素の補給や強化などの説明
ができるようになる。

2 30 2 O ○ 〇

60 〇
サプリメント
Ⅱ

サプリメン トの基礎知識を学び、健康の維
持・増進、栄養素の補給や強化などの説明
ができるようになる。

2 30 2 〇 O 〇

61 ○
ドラッグス ト
ア総論 I

ドラッグス トアに関する総合的な知識を学
ぶ。様々な分野の商品知識を習得 し、説明
ができるようになる。

2 30 2 ○ 〇 ○

62 〇
ドラッグス ト
ア総論 Ⅱ

ドラッグス トアに関する総合的な知識を学
ぶ。様々な分野の商品知識を習得し、説明
ができるようになる。

2 30 2 ○ ○ 〇

63 〇
ドラッグス ト
ア総論Ⅲ

ドラッグス トアに関する総合的な知識を学
ぶ。様々な分野の商品知識を習得 し、説明
ができるようになる。

2 30 2 O O 〇

含 討

歩方法 授業期間等卒業要件及び履

2年間の合計修得単位が 114単位以上の者は、卒業することができ
る。
※不合格科目のある者は卒業判定会議により最終決定する。

卒業要件 1学年の学期区分 2期

15週講義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
り行う。

履修方法 1学期の授業期間

刊 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。



福岡医健・スポーツ
専門学校

平成14年4月 1日 古谷野 潔
〒8120032
福岡県福岡市博多区石城町730

(Ⅲ雷言舌)092-262-2119

学校法人滋慶学園 昭和 58年 12月 23日 浮舟 邦彦
〒1940084
東京都江戸川区東葛西6162

(箇 _舌】035S,a3311

医療 医療専門課程 薬業科 調剤薬局コース
平成22年文部科学省

告示第152号

学科の目的

認定年 月日

修 業年限

として薬剤業務に貢献できる人材を養成する。また、登録販売

昼 夜 講義 演習 実習 実 験 実技

2 昼 間

80人 17人 0人 2人 12人 14人

学期制度
日前期 :4月 1日 ～9月

日後期 :10月 1日 ～3月

90日

31日
成績評価

目について 試験の成績、レポート課

長 期休み

日夏 季
H冬 季
日学年末

: 7月 18日 ～ 8月 20日
:12月 25日 ～ 1月  9日
i 2月  5日 ～ 3月 31日

卒業・進級
条件

1,4単位以上の者

学修支援等 課外活動

日課外活動の種類

Э各種企策プロジェクト実行委員会 ②ボランテイア実行委員会⑥学回
崇案,委員会④体育大会実行委員会 その他

右

■個別相談 手目導等の対応
③担任による定期的 継続的個別面談の実施及び保護者との密接
な連携強化②成績不振者に対する個男1指導強化及び補習の実施

就職等の

状況※2

■主な就職先、業界等 (令和4年度卒業主)

病院薬局 調剤薬局 ドラッグストア

主な学修成果
(資格・検定等 )

■国家資格・検定/そ の他・民間検定等

登録販売者 ③ 6人 4人

※種別のほには 各資格検定について 以下のO～③のいすれあЧこ嵌当す
るか記載する。
0国 家資格 僚定のうち、,ト アと同時に取得可能なもの
②国家資4薔 検定のうち

'卜

7と同
'寺

に受験資構を取得するとの

③その他(民間検定等)

日自由記述欄
(例 )認 定学科の学生 卒業上のヨンテスト入賞状況等

6

令 和 4年灰 千葉 者 に 円す る

中途退学
の現状

日中途退学者

令和 4年 4月 1日 時点において、

令和 5年 3月 31日 時点において

日中途退学の主な理由

目的意識喪失、進路変更。

2名       日中退率

在学者 17名 (令和 4年 4月 1日 入学者を含む )

、在学者 15名 (令 和 5年 3月 31田 卒業者を含む )

117 %

日中退防止・中退者支援のための取組

早期介 ト

ア

経済的支l長

制度

田学校独自の奨学金・授業料等減免制度:有
⑦滋慶奨学金(在校生対象の貸与型奨学金 無利子)

Э学費分割納入制度(無金利。手数料等無、保証人不要)

Э長期履修制度(留 年に伴う学費免除)

■専門実践教育訓練給付:,F給 付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意:己載

第二者による

学校評価

■民間の評価機関等から第二者評価 i 無
※有の場合、例えば以下について任意記載
(評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページURL)

当該学科の
ホームページ

URL
HTTP1//www kenoc O/

(別紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表様式】

令 和 5年 6月 30日 ※ 1

(前 回公表年月日「令194=7月 3,日 )

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )

1公表年月日(※ 1)

最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か 月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映

した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

2就 嘘寺の状′兄(※ 2,
「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率Jの 取扱いについて(通知)(26文 科生第596号 )」 に留意
し、それぞれ、「大学 短期大学・高等専門学校及び尊修学校卒業予定者の就職 (内定)状 況・劇]査 J又 は「学校基本調査Jこおける定義に従います。
(1)「 大学 短期大学 高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職 (内定)状 況調査」における「就職率Jの 定義について

①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者て除したものをいいます。
(D「 就職希望者Jと は、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年J「資格取得」などを希望する者は含みません。
(Э「就職者」とは、正規の職員(庭用契約期間が1年 以上の非正規の職員として就職した者を含む)と して最終的に就職した者(企業等から採用通知などが出された者)を い
います。
※「就職 (内定)1大 況調査」こおける調査対象の抽出のための母集回となる学生等は、卒業年次に在縮している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の

者、留学生、聴講生、科日等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、猷医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
(2)「 学校基本調査」こおけるf卒 業者に占める就職者の割合Jの 定義について
(D「 卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職Jと は給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいまず。自家 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません(就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う)。

(3)上 記のIまか、「就職者数(関連分野)Iは、「学校基本調査〕における「関連分野に就litした者 1を 記載します。また、「その他 Iの欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

3主な学修成果(※ 3)

認定課程において取得目標とする資格 検定等状況について記載するものです。①国家資格 検定のうち、修7と同時に取得可能なもの、②国家資格 検定のうち、修了と

同時に受験資格を取得するもの、0その他(民間検定等)の 種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には 各認定学科における代表的
な学惨成果 (例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入賞状況等)について記載します。



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以 下「企葉等」という.)との連続体制を確保して、侵崇科目の開設その他の教育誤程の編成を行つていること,」 聞

(1)教育課程の編成 (授 業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)に おける企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、枝能について知見を有する企業

の役職員が参画する教育課程編戊委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業

やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪問を通して更なる情報収集を

図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

D(実行 ) C(チ ェック) A(改善 )P(プラン)

係

分に考 した

て示された
おいて編成を行うものと
企業等の要請その他の
つて委員会を運営する。この定ことが明記され

会議学 科慮 えつ で

貝「委 の審議を通じ
め こ従る

(教 育課程編成委員会 ) (学校・学科 ) (教 育課程編成委員会 ) (学校・学科 )

(2)教 育課程編成委員会等の位置付け

による早期退職の防止」「基礎力と柔軟な応用力の育成」など、多くの意見をいただいた。これらを基に、コミュニケーションスキル検定の導入や授業内容・

方法の改善を図ると共に、授業以外の教科指導、実習指導、生活指導、就職指導、国試対策指導等あらゆる機会をとらえて、キャリア教育の充実に向け
た検討・環境整備に取り組んでいる。

(5)教 育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

(1)実 習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力とし
ての職業人教育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習,演習科目に於いては、現場の

第一線で活躍するプロに非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(2)実 習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラ
バスを基に授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもって総合的に評価される。また、担当非常
勤講師と学科専任教員は常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。更に、業界研修・臨床
実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底すると共
に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携 ,1青 報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

料 日 1'光 豊 連 携 企 栗 寺

ドラッグストア実務実習
薬
実
る

医
務
す

品登録販売者店舗管理者要件である実
習を月80時間行い、実践的に現場を学習

&カンパニー、株式会社ドラツグイレプン、株式会社ドラッグストアモリ、株式会社
サンキュードラッグ、株式会社サンドラッグ、株式会社大賀薬局、株式会社 コス
モス:電 品

(以下「実習・演習等」という。)の授業を行つていること。J関係

(3)具 体的な連携の例※科目数について1ま It表 的な5科 Bについて記載。

(3)教 育課程編成委員会等の全委員の名簿

※委員の種別の1間 には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～⑥のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「―」を記載してください。)

①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)

②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

委員会は年2回 開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目
席委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適

(開催日時 )

第¬回 令和 5年 5月 19日  15:30～ 17i00

第2回 令和 6年 ¬月26日 13:00～ 15:00(予 定 )

を翌年1月 に実施している。今年度開催(予 定)日 時は以下の通り。また、委員会欠
切に分科会等を開催する場合がある。

名 同l P,「   偏 栞琶R‖

篠原 陽子
日本 チエーンドラツクストア協 会

事 務 局 長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ①

中西 祐介
株式会社サンドラック
人事部採用課主任

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佐正
福 岡 医 l遅・ス不―ツ辱 門

~子
校

事務 局 長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔
福岡医健・スボーツ専門学校
学校長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭
福 岡 医健・ス不― ツ尋 門字 校

数 落 事 務 部 長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

有村 貴利 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )



3「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行つていること。」関係

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針

学園の定める教職員規定において、専門技術 ,知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを

研修の目的として、職歴や能力・経験、職貢、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する

研修会や請習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(2)研 修等の実績

(1)軍 攻 分 野 に お け る察 落 に 間 す る研 修 等

研修名 :ド ラッグストアにおけるセルフメディケーション推進の事例
主 催 :日 本チェーンドラッグストア協会
実施日:令和4年 8月 19日
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :ドラッグストア業界が、セルフメアィケーション推進のために標 な々取り組んでいる。人 の々安全安心な暮らしを支えるためにその課題を検討する。

研修名 :」 MA講師研修会
主 催 :一 般社回法人」MA
実施日:令和4年 9月 27日
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :検 定基準・内容の確認や見直しなどを行う。また、就職に関する情報や詰義、化粧品の新商品などの講座で知識を深めることができる。

研修名 :薬 1書・漢方検定研修
主 催 :薬 1き・漢方検定運営事務局
実施日:令和4年 12月 7日

参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :検 定基準・内容の確認や業界に関する情報、資格の活用方法など、研修て知識を深めることができる。
(2)指 軍力の極得・向上のための研暢等

名
催

日
者
容

修
　
施
加

研
主
実
参
内

令和5年 6月 2日

薬業科専任教員1名

滋慶学園グループ医健4校の広報・教育・就職に関して、各校の現状及び目標などを報告し、指導方法や課題について検討する。

会鞠
翔

健
慶

医
滋

研修名 :医療事務教育分科会
主 催 :滋慶学園
実施日!令和5年 6月 27日
参加者 !薬業科専任教員1名
内 容 :滋 醇学同グループ限薦喜藩系学科・コース相当者が、各桂の現状などを話し合い、指導方法や誤韻について検討する。

(3)研修等の計画

(1う 重It/,■` 野になt十ム室弄箸に闇する石打修等

研修名 :日 本英業専門学校連絡協議会
主 催 :日 本チエーンドラッグストア協会
実施日:日 程調整中
参加者 :薬 業科専任教員1名

内 容 :医薬品業界の取り組み、プレゼンテーシヨン、ドラッグストア業界の情勢を学び企業との情報交換を行う。

研修名 :」 MA講師研修会
主 催 :一 般社団法人」MA
実施日:日 程調整中
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :検定基準・内容の確認や見直しなどを行う。また、就職に関する情報や講義、化粧品の新商品などの講座で知識を深めることができる。

研修名 :薬業科教育分科会
主 催 :滋慶学園
実施日:日 程調整中
参加者 :薬 業科専任教員1名

内 容 :滋慶学国グループ薬業科担当者が、登録販売者教育、各校の現状などを話し合い、指導方法や課題について検討する。

② 指導 力 の 修 得・向 上 のため の研 修 等

研修名 :薬業科教育分科会
主 催 :滋慶学国
実施日:日 程調整中
参加者 :薬業科専任教員司名
内 容 :滋磨学園ゲループ薬糞科担当者が、登宅景販売者教育、各校の現状などを話し合い、指導方法や課題について検討する。

4「学校教育法施行規則第189条において準用する同規則第67条 に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては

当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企
員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支
の改善に活用することを方針とする。

して

司

(2)「 専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

※(10 11 こつし

(3)学校関係者評価結果の活用状況

薬業科に係る就職について概ね、3/31前 後で就職率が100%になる傾向にあるが、卒業式までにできる限り就職100。/6を 達成するよう改善できないか

との指摘を頂いた。就職が遅れる主な理由として、学生自身の就活の遅れがある為、職業観や仕事観を確立し学生の動機づけ,意識づけに力を注いだ。

また、1年間に及ぷ実習を受け入れて頂いているが、就職は他企業へするケースがあるとの指摘があり、実習先を選定する段階から就職先を意識して決

めるよう指導した。また、各委員より各項目概ね「評価4」 の評価を頂いたが、その他の意見としては、学科を問わず学校全体への意見として、各委員から
「コミュニケーション能力の更なる向上に努めてほしい」「就職 100%と共に1年以内の離職率の低下が重要」「国家資格の合格率と共に受験率の更なる向上

を期待する」「「中途退学率の更なる低減が必要」「基礎力と応用力の強化が重要 Jな ど多くの意見を頂いた。リーダー会議、学科会議、キャリアセンター会

議、全体会議等でこれらの意見を共有し、具体的な対策を実施し、その実現を図つている。



日

期

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(柔 道整復科 )

企業等委員 (鍼灸科 )要 信義 要飯灸院 院長 令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )
企業 等 委 員

`末

t魚 求を命 公藩 昌科 )
橋本 修二

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (作 業療法科 )

企業等委員(歯 科衛生士科 )案西 浩平
医 原 法 人社 団 桜 香 あんざい凹 科 イアI

理 事 長
令和 5年4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

企業等委員 (看 護科 )今里 安江 医療法人社団 扶洋会 秦病院 看護部長 令和5年4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 )
盗

(ス升
ミ
と禾】う安積 研二 AcroBats株 式会社 取締役会長

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(薬 業科 )

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在校生 (鍼 灸科2年 )保護者 令和5年 4月
'日

～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 校長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 高等学校関係者

地域関係者戎崎 淳― 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

※委員の種別の1間 には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

4)

(5)学 校関係者評価結果の公表方法 ,公 表時期 令和5年 6月 30日 (前 回 令和4年 6月 30日 )

) )Φ
J区 //VttYVW keliaojp/

広報誌等の刊行物 。その他 (

5「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する1育報を提供しているこ

と。1関係

(1)企 業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (力リキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具
現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情
報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や
教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる
機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「 専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

(2)各 学科等の教育

(6)学生の生活支援

ロ ー

※(10)及 び(11)に ついては任意記載。

(3)情 報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: http://www iken acjp/



(別紙様式1-2)

授業科目等の概要

(医療専門課程栗業科調剤栗局コース)令和 5年度

分舞|

授業科目名 授業科目概要
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習
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任

1 〇 情報処理 I

Windowsの基本操作の習得とWordで の文章・

作図、E x celで の表計算などができるよう
になる。

1 30 2 ○ ○ ○

2 ○ 情報処理 Ⅱ
Windowsの基本操作の習得とPOwerPointで の
プレゼンテーション資料作成などができる
ようになる。

2 30 2 ○ ○ ○

3 ○ 英会話

グローバルな感性を養い、国際化に対応で
きる日常英会話や病院での実践英会話と医
療用語を習得することができるようにな
る。

1 30 2 ○ ○ ○

4 〇
コミュ_ケー
ションスキル

自己との対話や様々な感覚・覚醒の練習を
通 して、豊かな人間形成を図 り、それを
ベースに日常のコミュニケーションを作 り
出すことができるようになる。

1 30 2 〇 ○ 〇

5 ○
ホス ピタ リ
ア イ

ホスピタリティの基本を理解 し、接客や接
遇の場面でホスピタリティ精神を発揮する
ことができるようになる。

1 30 2 O ○ 〇

6 O ビジネス文書

ビジネス文書 を正 しく理解 し、 ビジネスで

使われ る基本的な文書 が書 けるよ うにな
る。

2 30 2 ○ O ○

7 ○
接客カウンセ
リング

接客応対技術を患者様の心理的な側面より
理解 し、購買に繋げるカウンセリングがで
きるようになる。

2 30 2 ○ O ○

8 ○ 解剖生理学 I

人体総論及び、骨格系・皮膚・感覚器系・

筋系など体の構造と働きについて説明でき
るようになる。

1 30 2 〇 O 〇

9 ○ 解剖生理学 E
人体総論及び、骨格系・皮膚・感覚器系・

筋系など体の構造と働きについて説明でき
るようになる。

1 30 2 O ○ 〇

10 ○ 解割生理学Ⅲ
呼吸器系・循環器系・消化器系など体の構
造 と働きについて説明ができるようにな
る。

1 30 2 〇 O ○

11 O 解剖生理学Ⅳ
神経系・生殖器系・泌尿器系・内分泌系な
ど体の構造と働きについて説明ができるよ
うになる。

1 30 2 O 〇 〇

12 ○ 病態生理学
病気にかかる原因・主因及び誘囚について

説明ができるようになる。
1 30 2 ○ ○ ○



13 ○ 臨床医学
内科系・外科系など主な病気 とその治療内

容について説明ができるようになる。
2 30 2 O ○ ○

14 〇 薬事関係法規
医薬品取り扱いに関する法規、及び自己責
任とセルフメディケーションについてて説
明ができるようになる。

1 30 2 O O ○

15 ○

医薬品の適正

使用・安全対
策

医薬品の適正使用情報・医薬品の安全対策
について説明ができるようになる。

1 30 2 ○ ○ O

16 O 体の症状とヘ

ルスケア
人体の症状とそのヘルスケアについて説明
ができるようになる。

1 30 2 ○ ○ O

17 ○
こころとヘル
スケア

こころの病気に起因 した病気について学
び、ア ドバイザーとしての知識を習得し、
基礎的なヘルスケアができるようになる。

1 30 2 O 〇 O

18 〇
薬とヘルスケ
ア

セルフメディケーションを推進する上で最
も重要な一般用医薬品について理解し、医
療従事者として情報提供ができるようにな
る。

1 30 2 〇 O ○

19 O 病気 とヘルス

ケア
病気の予防・改善・健康の維持・増進を図
るための説明ができるようになる。

1 30 2 O O O

20 O
介護・応急処
置
対

運動・応
介護・応急手当・運動・応対の基礎知識を
学び、説明ができるようになる。

1 30 2 ○ ○ ○

21 O 栄 養 ・ 食 生

活・育児

人が健康な生活を送る為に必要な栄養・食
生活について、患者様へのア ドバイスがで
きるようになる。

1 30 2 O O ○

22 O
一般用医薬品
論 I

精神神経・呼吸器官に作用す る薬について

説明ができるようになる。
1 30 2 O ○ ○

23 ○
一般用医薬品
論 E

精神神経・呼吸器官に作用する薬について
説明ができるようになる。

1 30 2 ○ O ○

24 ○
一般用医薬品
論Ⅲ

胃腸に作用する薬・排泄に関わる部位に作
用する薬・心臓などの器官や血液に作用す
る薬について説明ができるようになる。

1 30 2 O ○ 〇

25 ○
一般用医薬品
論Ⅳ

胃腸に作用する薬・排泄に関わる部位に作
用する薬 ,心臓などの器官や血液に作用す
る薬について説明ができるようになる。

1 30 2 ○ ○ 〇

26 ○
一般用医薬品
論V

婦人薬・アレルギー用薬・鼻に用いる薬に
ついて説明ができるようになる。

1 30 2 ○ O ○

27 O
一般用医薬品
論Ⅵ

婦人薬・アレルギー用薬・鼻に用いる薬に
ついて説明ができるようになる。

1 30 2 ○ ○ 〇



28 ○
一般用医薬品
論Ⅶ

皮膚に用いる薬・眼科用薬・歯や口中に用
いる薬・禁煙補助剤について説明ができる
ようになる。

2 30 2 O O 〇

29 ○
一般用医薬品
論Ⅷ

滋養強壮保健薬・漢方処方製剤・生薬製剤
について説明ができるようになる。

2 30 2 O 〇 ○

30 O
一般用医薬品
論区

滋養強壮保健薬・漢方処方製剤・生薬製剤
について説明ができるようになる。

2 30 2 ○ O ○

31 〇
一般用医薬品
論X

公衆衛生用薬・一般用検査薬について説明
ができるようになる。

2 30 2 ○ O 〇

32 O 基礎漢方学 I

東洋医学の観点から、漢方薬の成分・効能
効果・副作用の基礎について説明ができる
ようになる。

2 30 2 ○ ○ ○

33 ○ 基礎漢方学 Ⅱ
東洋医学の観点から、漢方薬の成分・効能
効果・副作用の基礎について説明ができる
ようになる。

2 30 2 O 〇 ○

34 ○ 卒業研究 I

2年間学習したことや体得したことを、個人
またはグループでテーマを設定 し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 O ○ ○

35 O 卒業研究 Ⅱ
2年間学習したことや体得 したことを、個人
またはグループでテーマを設定 し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 O ○ O

36 O 卒業研究Ⅲ
2年間学習したことや体得したことを、個人
またはグループでテーマを設定 し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 O 〇 O

37 〇 SPI
就職試験を成功させるために対策学習を学
び、就職活動に対応できる能力を身につけ
ることができるようになる。

1 30 2 〇 ○ ○

38 〇
登録販売者特
別講座 I

登録販売者試験の対策学習 を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ ○ O

39 O
登録販売者特
別講座 Ⅱ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 O 〇 ○

40 〇
登録販売者特
別講座Ⅲ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 〇 O ○

41 ○
登録販売者特
別講座Ⅳ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 〇 ○ ○

42 O
登録販売者特
別講座V

登録販売者試験の対策学習 を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 O 〇 ○



43 〇
登録販売者特
別講座Ⅵ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ ○ ○

44 〇
登録販売者特
別講座Ⅶ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 2 O 〇 ○

45 〇
登録販売者特
別講座Ⅷ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ 〇 ○

46 〇
登録販売者特
別講座Ⅸ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に
合格することができるようになる。

2 30 2 ○ ○ 〇

47 O 実習指導 I

ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 〇 ○ 〇

48 〇 実習指導 Ⅱ
ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 O ○ O

49 〇 実習指導Ⅲ
ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 ○ ○ ○

50 ○ 就職指導
就職活動を成功させるために社会人基礎力
を学び、履歴書作成 ,面接の実践ができる
ようになる。

2 30 2 O ○ O

51 ○
ドラッグス ト
ア実務実習

登録販売者 (店舗管理者)の要件である実
務実習を月80時間程度行い、実践的な知識
と技術を身につけることができるようにな
る。

1

2

960 32 ○ ○ 〇 O

52 ○ 海外研修
海外の病院や医薬品業界を視察 し、国際人
としての知識を身につけることができるよ
うになる。

1 120 4 〇 O O

53 O 調剤報酬 I

調剤薬局で必要な調剤報酬請求事務の基礎
を学び、実務に活かすことができるように
なる。

1 30 2 〇 ○ ○

54 ○ 調剤報酬 Ⅱ
調剤薬局で必要な調剤報酬請求事務の基礎
を学び、実務に活かすことができるように
なる。

1 30 2 〇 O O

55 ○ 調剤報酬Ⅲ
調剤薬局で必要な調剤報酬請求事務の基礎
を学び、実務に活かすことができるように
なる。

2 15 1 〇 O O

56 〇
調剤報酬特別
講座

調剤報酬請求事務専門士検定の対策学習を
行い、検定に合格することができるように
なる。

2 30 2 〇 O O

57 ○
診療報酬請求
事務 I

病院事務職の知識 として必須である診療報
酬請求事務の基礎 を習得 し、外来会計の検
定資格を取得できるようになる。

1 30 2 ○ ○ ○



58 O 診瞭報酬請求
事務 Π

病院事務職の知識 として必須である診療報
酬請求事務の基礎 を習得 し、外来会計の検
定資格を取得できるようになる。

1 30 2 ○ 〇 〇

59 〇
診療報酬請求
事務Ⅲ

病院事務職の知識 として必須である診療報
酬請求事務の基礎 を習得 し、外来会計の検
定資格を取得できるようになる。

2 30 2 ○ 〇 O

60 ○ 医療関連法規

医療に関する法律や、健康保険について学
ぶ。また薬務法規・公費負担医療の基礎知
識等の理解を深め、説明ができるようにな
る。

1 30 2 〇 O 〇

61 ○ 臨床医学 E

診療報酬請求に必要な医学知識として、内
科・外科などの主な病気とその治療法につ
いて学び、正 しく医療請求ができるように
なる。

2 30 2 ○ ○ ○

62 〇
コンピュータ
関連知識

医療情報システムの理解と基礎技術を資格
取得レベルで習得できるようになる。

2 30 2 ○ ○ ○

63 〇

医 事 コ ン
ピュータ・医
療事務

医事コンピュータにかかる医療保険制度・

診療報酬・外来診療など基本的な医療事務
知識を説明することができるようになる。

2 15 1 O O ○

64 ○
医 事 コ ン
ピュータ I

医療機関で使用 されているコンピュータを

使用 し、保険請求の一連の流れ を理解 し、
オペ レーター業務ができるようになる。

2 30 2 ○ 〇 〇

65 〇
医 事 コ ン
ピュータⅢ

医療機関で使用 されているコンピュータを
使用 し、保険請求の一連の流れ を理解 し、
オペ レーター業務ができるようになる。

2 30 2 ○ ○ ○

66 ○
医療事務特別
講義 I

医療秘書技能検定の対策学習を行い、検定
に合格することができるようになる。

2 15 1 O 〇 O

67 O 医療事務特別
講義 Ⅱ

医事 コンピュータ技能検定の対策学習を行
い、検定に合格することができるようにな
る。

2 15 1 O O ○

含 討 6/ 下十日 16Z早位 (早位 時 間

'

卒業要件及び履修方法 授業期間写

1学年の学期区分 2期
2年間の合計修得単位が 114単 位以上の者は、卒業することができ

卒業要件 :る 。
※不合格科日のある者は卒業判定会議により最終決定する。

1学期の授業期間 15週講義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
り行う。

履修方法

(

1 -の 授業科日について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用によ り行 う場合
については、主たる方法についてOを付 し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の 3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付す こと。



(別 紙株式4)

【職業実践専門課程認定後の公表株式】

令 和 5年 6月 30日 ※ 1

(前 回公表年月日:令 和 年 月 日)

職業実践専門課程の基本情報について

(留 意事項 )

1 公表年月日(※ 1)

最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か 月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

2就鞘等の状況 (※ 2)
「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて(通知)(25文 科生第596号 )」 に留意
し、それぞれ、「大学 短期大学 高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職(肉定)状 況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
(1)「 大学 短期大学 高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職 (内定)状 況調査Jにおける「就職率Jの 定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の官I合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
12「 就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝いJ「 留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員(庭用契約期間が1年 以上の非正規の職員として就職した者を含む)として最終的に就職した者(企業等から採用通知などが出された者)を い
います。
※「就職 (内定)状 況調査」こおける調査対象の抽出のための母集団となる学生等は 卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、尊攻科、別科の学生は除きます。
(2)「 学校基本調査Jにおける「卒業者に占める就職者の害l合 Jの 定義について
①「卒業者に占める就4哉者の割合」とは、全卒業者数のうち就麟者総数の占める客1合をいいます。
(D「 就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません(就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う)。

(3)上 記のほか 「就職者数(関連分野),は 、「学校基本調査〕における「関連分野に就職した者 |を 記戴します.また、「その他 Iの l露Iは 、関連分野へのアルバイト者数や進

3主な学修成果(※ 3)

認定課程において取得目標とする資格 検定等状況について記載するものです。(ⅢⅢ国家資格 検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、C,国家資格 検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの (a)その他(民間検定等)の 種別区分とともに、名称 受験者数及び合格者数を記載します。自由記述桐には、各認定学科における代表的
な学修成果(例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入貧状況等)1こ ついて記載します。

福岡医健・スボーツ

専門学校
平成 14年 4月 1日 古谷野 潔

〒8120032
福岡県福岡市博多区石城町7-30

`菌
貫i〔 】09クーク6クーク119

学校法人滋慶学園 昭和 58年 12月 29日 浮舟 邦彦

〒1340084
東京都江戸川区東葛西6162

(百言舌)03-5578-3311

医療 医療専門課裡 築業科 美容アドバイザーコース
平成2 2年文部科学省

示第152号

学科の目的
登録販売者と日本化粧品検定2級 、日本メイクアップ技術検定1級 などを取得し、肌や健康美に関する医療知識とメイクアップテクニックを身に付け、接
客販売がてきるビューティァドバィザーを養成する。

修業年限 昼 夜 講義 演 習 実習 実験 実技

2 昼 間

80人 5人 0人 2人 12人 14人

学期制度
日前期 :4月 1日 ～9月 30日

日後期 :10月 1日 ～3月 31日
成績評価

日成千頁評価の基準・方法

各科目について、出席率、授業態度、試験の成績、レポート課
‡I 以下の4E,階 評価′士ス^

長期休み

日夏 季
日冬 季
日学年末

7月 18日 ～ 8月 20日
12月 25日 ～ 1月  9日

2月  5日 ～ 3月 31日

卒業・進級
条件

1進級認定 :各 年次の合計倭得単位が5,単位以上の者は進級
することができる。22年 間の合計修得単位がH4単 位以上の者
は卒業することがてきる。

学修支援等
化②成績不振者に対す

課外活動

■課 タト活 動 の 種 類

①各種企業プロジェクト実荷委員会 ②ボランティア実行委員会③学園
祭実行委員会④体育大会実行委員会 その他

就職等の

状況※2

日三な′7't暇先、栗界寺(令和4年度卒業主)

エステティックサロン

主な学修成果
(資格・検定等 )

日国琢貧橋・検定/そ の他・民間穣足等

登録販売者 ③ 1人 1人

※種別の1照には、各資格検定について、以下の①～③のいすれかに該当す
るかIE載する。
①国家資格検定のうち、修7と同時に取得可能なとの
②国家】(格 検定のうち、書イと伺時に賢月尖資格を取得するもの

③その1と (民間検定等)

日自由記述‖司
(例 )認定学千4の 学生 卒業上のコンテスト入貧状況等

日就 職 府 ど阜関 谷

就徹を専門に支援するキャリアセンターを設置し 一人ひとりの希望に

沿つて、履歴書指導、面接指導、求人獲得、企業見学 採用試験の設定
から内定獲得交渉等を個卯1に 行つている。また、仮に卒業式までに就職
が決女らなくてヽ 全ての学生の就確が決まる女て、卒業後も支 1署 存行っ

日卒業者数 1 人

日就職希望者数 1 人

1

日卒業者に占める就職者の割合

中途退学
の現状

田甲述退寧若               0名       日甲退率

令和 4年 4月 1日 時点において、在学者 5ノFi(令 和 4午 4)II日 人学者を含む )

令和 5年 3)131日 I+点 において、在学者 5名 (令 れユ5年 3'131日 卒業者を含む )

日中途退学の主な理 由

なし。

00 %

田 甲 退 防 止・甲 退 育 文 族 の ため の コ又祖

①成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施②付属の慶成会クリニックによる健康管理(受診料実費負担なし,薬代負担なし)③進路変更希`望

者に対しては、担任と共に尊任の進路変更委員が支l星を行う。本人の希望に基づき滋慶学回グループ内への転校 転科が可能①担任による定期的 継
続的個別面談の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士(カウンセラー)による早期介入支l長 (メンタルサポート)⑤学費や経済面のサポート
は、事務局会計課 専任のファイナンシャルアドバイザー 奨学金担当がきめ細かな支援を行つている

経済的支援
制度

B学校独自の奨学金・授業料等減免制度:有
①滋慶奨学金(在校生対象の貸与型奨学金 無利子)

②学F金分害!納入制度(無金利 手数料等無、保証人不要)

◎長期履修制度(留 年に伴う学費免除)

■専門実践教
※給付対象の

育訓練給付 :,宦給付対象
場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による

学校評価

四氏間の。+l山 機 関寺か ら第 二奮 o+l山 1熙
※有 の場合 、例 えば以下 について任意 記戴

(評 価 団体 、受審 年 月、評価結果 又は評価結 果を掲載 したホームページURヒ )

当該学科の

ホームページ
URL

HTTPi//wwwiken ac O/



1「 専攻分野に関する企業、団体等 (以 下「企業等 Jと いう。)と の連携体希1を確保して、景案科目の開設その他の教育誤程の編成を行つていることゎ」関

(1)教 育課程の編成 (授 業科目の開設や授業内容 方法の改善・工夫等を含む。)に おける企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業

の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把l屋すると共に、実施している授業

やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪間を通して更なる情報収集を

図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

係

(2)教 育課程編成委員会等の位置付け

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものと

し、委員会の適切な運営は理事会が担保することになっている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の

情報、意見を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。

(以下図により、編成意思決定の過程を示す )

(教育課程編成委員会)     (学 校 学科)     (教 育課程編成委員会)     (学 校 ,学科 )

D(実行 ) C(チ ェック) A(改善 )P(プラン)

(5)教 育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
学生の学力差により教育達成度に偏りが出たり、質の低下があるのではないかとの指摘があり、学生の学力差の偏りを軽減するために検定対策科目に

於いて学力別などの少人数制による教育を取り入れた。また、卒業後の教育の必要性の指摘があつたので、卒業生に対する登録販売者の資格更新教育
を実施する予定である。また、各ドラッグストアの特色と学生希望との良好なマッチングができないかとの指摘があり、マツモトキヨシ、ココカラフアインなど
大手7社 の人事担当者にご来校頂いて、各ドラッグストアの特徴や求める人材像について、講義を行つていただいた。また、就職に於いて地元志向の学生
が増えており、広域社員への関心を上げることができないかとの指摘があつた。これに対応すべく、就職指導のシラバスを変更し本社採用のメリットやゼネ

ラリストとしての魅力について、キャリア設計に基づいた教育を行つた。また、学科を問わず全学科に共通した意見として、各委員からは、「コミュニケーショ
ンカの強化」「仕事に対する身構え・気構え。心構えといつたプロ意識の確立」「社会的人格形成」「自主性・主体性・積極性の育成」「仕事観・職業親の確立
による早期退職の防止」「基礎力と柔軟な応用力の育成」など、多くの意見をいただいた。これらを基に、コミュニケーションスキル検定の導入や授業内容・

方法の改善を図ると共に、授業以外の教科指導、実習指導、生活指導、就職指導、国試対策指導等あらゆる機会をとらえて、キャリア教育の充実に向け
た検討・環境整備に取り組んでいる。

2.「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習(以下「実習・演習等」という。)の授業を行つていること。」関係

(1)実 習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力とし
ての職業人教育を行うため、業界と連携して専門知識,技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の

第一線で活躍するプロに非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(2)実 習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラ
バスを基に授業は進行され、成績評価は毎授業での到逮目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもつて総合的に評価される。また、担当非常

勤講師と学科専任教員は常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や援業改善に協力して取り組んでいる。更に、業界研修・臨床
実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底すると共
に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を3蛮化して教育効果の向上に努めている。

科 日 l既 豊 連 続 企 粟 寺

ドラッグストア実務実習
医薬品登録販売者店舗管理者要件である実
務実習を月80時間行い、実践的に現場を学習
する

「ネ玉家社コクミン、株玉雲社ヨコ刀フフアインクルーノ、株式紫紅マツキヨヨコ刀フ

&カンパニー、株式会社ドラッグイレブン、株式会社ドラツグストアモリ、株式会社

サンキュードラッグ、株式会社サンドラッグ、株式会社 大賀薬局、株式会社 コス

モス薬品

(3)具 体的な連携の例※科目数についてはrt表 的な5科 目につして記載。

(3)教 育課程編成委員会等の全委員の名簿

名 同l Pサr   折目

篠原 陽子
日本チエーンドラツクストア協会
事務局長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 91日 (1年 ) ①

中西 祐介
株式会社サンドラッグ
人事部採用課主任

令和6年 4月 十日～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
侶 問 医健・ス不―ツ尋 門写 校

事 務 局 長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔
福岡医健・スボーツ専門学校
学校長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児
侶 岡 L健・ス不―ツ卑 門 7校
副 校 長・教 務 部 長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 91日 (1年 )

松原 敏昭
福 岡 医健・スボーツ尋 門字 校

教 弄争喜 落 部 穐
令和3年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

有村 貴利 令和5年 4月 日ヽ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「―」を記載してください。)

①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企 業や関係施設の役職員は該当しません。)

②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催(予 定)日 時は以下の通り。また、委員会欠
席委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応して、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時)

第1回 令和 5年 5月 19日 15!30～ 17:OO

第2回 令和 6年 1月 26日  13:00～ 1 5iOO(予定)



3「企実等と連携して、教員に対し、専攻分野における案務に関する研修を組

`載

的に行つていること。」関係

(1)推 薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針

学国の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを

研修の目的として、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する

研修会や講習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(2)研 修等の実績

(1)車 I宝 分 野 にな Iサる窯 落 に PJす る研 修 筆

研修名 :ド ラッグストアにおけるセルフメディケーション推進の事例
主 催 :日 本チェーンドラッグストア協会
実施日:令和4年 8月 19日
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 〔ドラッグストア業界が、セルフメディケーション推進のために様 な々取り組んでいる。人々の安全安心な暮らしを支えるためにその課題を検討する。

研修名 :」MA講師研修会
主 催 :一般社団法人」MA
実施日:令和4年 9月 27日
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :検定基準・内容の確認や見直しなどを行う。また、就職に関する情報や講義、化粧品の新商品などの講座で知識を深めることができる。

研修名 :薬膳・漢方検定研修
主 催 :薬膳・漢方検定運営事務局
実施日:令和4年 12月 7日

参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :検定基準・内容の確認や業界に関する情報、資格の活用方法など、研修で知識を深めることができる。

(2)指 通力の修得 ,向上のたyぅ の研穆零

研修名 :医健4校勉強会
主 催 :滋慶学園
実施日:令和5年 6月 2日

参加者 :薬業科専任教員1名
内 容 !滋陸学園グループ医健4校の広報・教育・就職に関して、各校の現状及び目標などを報告し、指導方法や課題について検討する。

研修名 :医療事務教育分科会
主 催 :滋度学園
実施日:令和5年 6月 27日

教員司名
ループ戻f害事テ争系学科・コース相当者が、各桂の環状など井話し合い、指導方法や誤頴について検討する。

薬業科専任
;力 停1学 同 ゲ

参 加 者
内  容

(3)研修等の計画

(1)専 攻 分 野 における実 務 に関す る研 修 等

研修名 :日 本案業専門学校連絡協議会
主 催 :日 本チェーンドラッグストア協会
実施日:日 程調整中
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :医薬品業界の取り組み、プレゼンテーション、ドラッグストア業界の情勢を学び企業との情報交換を行う。

主 催 :一般社団法人」MA
実施日:日 程調整中
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :検 定基準・内容の確認や見直しなどを行う。また、就職に関する情報や講義、化粧品の新商品などの講座で

主 催 :滋慶学園
実施日:日 程調整中
参加者 :薬業科専任教員1名

内 容 :滋慶学園グループ薬業科担当者が、登録販売者教育、各校の現状などを 方法や課題について検討する。

主 催 :滋慶学園
実施 日:日 程調整中
参加者 :薬業科専任教員1名

■)しの し

4「学校教育法施行規則第司89条において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては
当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委
員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営
の改善に活用することを方針とする。

字 碩 が 設 足 す る口十1dL工 ;ミ 日

'日 程 育 理 念・目的・育 成 人材 像

学校 運 営
音 活 動

百 庇 異
~子

生 支 1を

育 環 境

学生 の募 集 と受 け入れ十人 れ 曇 桑

財 器

法 令 等 の 渾 守

H0 地 域 盲 iFよ 会 貫 献

司

(2)「 専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

※ (1 11 について

(3)学 校関係者評価結果の活用状況

築業科に係る就職について概ね、3/31前 後で就職率が100%になる傾向にあるが、卒業式までにできる限り就職 1000/Oを 達成するよう改善できないか

との指摘を頂いた。就職が遅れる主な理由として、学生自身の就活の遅れがある為、職業観や仕事観を確立し学生の動機づけ・意識づけに力を注いだ。

また、1年間に及ぶ実習を受け入れて頂いているが、就職は他企業へするケースがあるとの指摘があり、実習先を選定する段階から就職先を意識して決

めるよう指導した。また、各委員より各項目概ね「評1面 4」 の評価を頂いたが、その他の意見としては、学科を問わず学校全体への意見として、各委員から
「コミュニケーション能力の更なる向上に努めてほしい」「就職 100%と 共に1年 以内の離職率の1〔 下が重要」「国家資格の合格率と共に受験率の更なる向上

を期待するJ「「中途退学率の更なる1丘減が必要」「基礎力と応用力の強化が重要」など多くの意見を頂いた。リーゲー会議、学科会議、キヤリアセンター会

議、全体会議等でこれらの意見を共有し、具体的な対策を実施し、その実現を図つている。



4
ヨ1日 η存

名  前 Pザr  属 1■   期

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(柔 道整復科 )

要 信義 要飯灸院 院長 令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (飯 灸科 )

橋本 修二 社 会 医 )環法 人 財 回 池 友会 4邑 li舌 和 自病呪

医 療 揮 榛 宰 ‡幹
令和5年 4月 18～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (理 学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員 (作 業療法科 )

案西 浩平
医 探 法 人 社 回

理 喜 早

イ女否 あんёい凹科クリニツク
令和 5年4月 日ヽ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (歯科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社団 扶洋会 秦病院 看護部長 令和 5年4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員 (看 護科 )

安積 研二 AcroBats株 式会社 取締役会長 令和 5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3+日 (1年 )

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和 5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (薬 業科 )

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和 5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在校生 (飯 灸科2年 )保護者 令和 5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 校長 令和 5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 高等学校関係者

戎崎 淳― 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和 5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 地域関係者

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前 回 令和4年 6月 30日 )

ムペー 広報誌等の刊行物 ・ その他 ( ) )

5「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該尋修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供しているこ

と。」関係

(1)企 業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カ リキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具
現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情
報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や
教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる
機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「 専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
~子積が言t字するア自日

(2)各学科等の教育
受入方法 定員 在校生数 カリキュラム 学年歴 シラバス 卒業進級半」足墨率 取得する杯号

取得を目指す資格 資格試験合格実績 主な就職先
(3)教職勇 船 目数 学 校 絹 孫B■ 岡 教 目の 察 績

(4,キ ヤリア教育・実I受的職葉教育 キヤリア教育回―ドマツフ 菜界研極 キヤリアセンイヌー 就 H&子g導

譜 桔 忽 介 掠 ,(草 難 石平修 部 i舌 重h

(6)学生の生活支援
中途退字防止支援 就H駐更接 健康更 l責 字貨相談 遣と各変史更候 又l羨機関
度

又 手羨刷

(7,~‐ 生イ司付笠 '修字更接 学 脅 一 旨 奨学 金 教 育 ローン案 内
(8)学構 の ロオ藩 Bテ 蒸奮赳

学 構 閤 係 者 評 f面奉 昌会

司O
(11,そθ)1也

※ (10)及 び(11)については任意記載。

(3)情報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: httpプ /www iken acjp/

※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
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授業科目等の概要

(医療専門課程薬業科美容ア ドバイザーコース)令和 5年度
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1 ○ 情報処理 I

Windowsの基本操作の習得とWOrdで の文章・

作図、E x celで の表計算などができるよう
になる。

1 30 2 ○ O O

2 O 情報処理Ⅱ
Windowsの 基本操作の習得とPOWerPointで の
プレゼンテーション資料作成などができる
ようになる。

2 30 2 ○ ○ 〇

3 ○ 英会話

グローバルな感性を養い、国際化に対応で
きる日常英会話や病院での実践英会話と医
療用語 を習得することができるようにな
る。

1 30 2 O ○ ○

4 ○
コミュ_ケー
ションスキル

自己との対話や様々な感覚・覚醒の練習を
通 して、豊かな人間形成を図 り、それ を
ベースに日常のコミュニケーションを作 り
出すことができるようになる。

1 30 2 O O O

5 〇
ホス ピタ リ
ア イ

ホスピタリティの基本を理解 し、接客や接
遇の場面でホスピタリティ精神を発揮する
ことができるようになる。

1 30 2 ○ O O

6 〇 ビジネス文書

ビジネス文書を正しく理解 し、ビジネスで
使われ る基本的な文書が書けるようにな
る。

2 30 2 O O ○

7 ○
接客カウンセ
リング

接客応対技術を患者様の心理的な側面より
理解 し、購買に繋げるカウンセリングがで
きるようになる。

2 30 2 O O ○

8 ○ 解剖生理学 I

人体総論及び、骨格系・皮膚・感覚器系・

筋系など体の構造と働きについて説明でき
るようになる。

1 30 2 O ○ 〇

9 O 解剖生理学 コ
人体総論及び、骨格系・皮膚・感覚器系・

筋系など体の構造と働きについて説明でき
るようになる。

1 30 2 O O ○

10 〇 解剖生理学Ⅲ
呼吸器系・循環器系・消化器系など体の構
造 と働 きについて説明ができるようにな
る。

1 30 2 O O ○

11 ○ 解剖生理学Ⅳ
神経系・生殖器系・泌尿器系・内分泌系な
ど体の構造と働きについて説明ができるよ
うになる。

1 30 2 ○ O 〇

12 O 病態生理学
病気にかかる原因・主因及び誘因について

説明ができるようになる。
1 30 2 〇 O ○



13 O 臨床医学
内科系・外科系など主な病気 とその治療内

容について説明ができるようになる。
2 30 2 ○ O ○

14 ○ 薬事関係法規
医薬品取 り扱いに関する法規、及び自己責
任とセルフメディケーションについてて説
明ができるようになる。

1 30 2 ○ O ○

15 ○

医薬品の適正

使用・安全対
策

医薬品の適正使用情報・医薬品の安全対策
について説明ができるようになる。

1 30 2 〇 〇 O

16 〇
体の症状とヘ

ルスケア
人体の症状とそのヘルスケアについて説明
ができるようになる。

1 30 2 ○ 〇 ○

17 ○
こころとヘル

スケア

こころの病気に起因 した病気について学
び、ア ドバイザーとしての知識を習得 し、
基礎的なヘルスケアができるようになる。

1 30 2 O O ○

18 ○
薬 とヘルスケ
ア

セルフメディケーションを推進する上で最
も重要な一般用医薬品について理解 し、医
療従事者として情報提供ができるようにな
る。

1 30 2 〇 O ○

19 O 病気 とヘルス

ケア
病気の予防・改善・健康の維持・増進を図
るための説明ができるようになる。

1 30 2 O ○ ○

20 〇

介護 '応急処
置・運動・応

対

介護 =応急手当・運動・応対の基礎知識 を
学び、説明ができるようになる。

1 30 2 O ○ ○

21 ○
栄 養 ・食 生
活・育児

人が健康な生活を送る為に必要な栄養・食
生活について、患者様へのア ドバイスがで
きるようになる。

1 30 2 O ○ ○

22 O
一般用医薬品
論 I

精神神経・呼吸器官に作用する薬について
説明ができるようになる。

1 30 2 O 〇 ○

23 〇
一般用医薬品
論 E

精神神経・呼吸器官に作用する薬について

説明ができるようになる。
1 30 2 O 〇 ○

24 O
一般用医薬品
論Ⅲ

胃腸に作用する薬・排泄に関わる部位に作
用する薬・心臓などの器官や血液に作用す
る薬について説明ができるようになる。

1 30 2 O 〇 ○

25 O
一般用医薬品
論Ⅳ

胃腸に作用する薬・排泄に関わる部位に作
用する薬・心臓などの器官や血液に作用す
る薬について説明ができるようになる。

1 30 2 O O ○

26 O
一般用医薬品
論V

婦人薬・ア レルギー用薬・鼻に用いる薬に
ついて説明ができるようになる。

1 30 2 〇 ○ ○

27 ○
一般用医薬品
論Ⅵ

婦人薬・アレルギー用薬・鼻に用いる薬に
ついて説明ができるようになる。

1 30 2 ○ O O



28 〇
一般用医薬品
論Ⅶ

皮膚に用いる薬・眼科用薬・歯や日中に用
いる薬・禁煙補助剤について説明ができる
ようになる。

2 30 2 O O O

29 〇
一般用医薬品
論Ⅷ

滋養強壮保健楽・漢方処方製剤 ,生薬製剤
について説明ができるようになる。

2 30 2 O ○ ○

30 O
一般用医薬品
論区

滋養強壮保健薬・漢方処方製剤・生薬製剤
について説明ができるようになる。

2 30 2 ○ ○ 〇

31 O
一般用医薬品
論X

公衆衛生用薬・一般用検査薬について説明
ができるようになる。

2 30 2 〇 O ○

32 ○ 基礎漢方学 I

東洋医学の観点から、漢方薬の成分・効能
効果・副作用の基礎について説明ができる
ようになる。

2 30 2 O O O

33 O 基礎漢方学 Ⅱ
東洋医学の観点から、漢方薬の成分・効能
効果・副作用の基礎について説明ができる
ようになる。

2 30 2 ○ O ○

34 O 卒業研究 I

2年間学習したことや体得したことを、個人
またはグループでテーマを設定し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 O ○ O

35 O 卒業研究 Ⅲ
2年間学習したことや体得したことを、個人
またはグループでテーマを設定し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 O O ○

36 ○ 卒業研究Ⅲ
2年間学習したことや体得したことを、個人
またはグループでテーマを設定し、発表す
ることができるようになる。

2 30 2 ○ ○ O

37 ○ SPI
就職試験を成功させるために対策学習を学
び、就職活動に対応できる能力を身につけ
ることができるようになる。

1 30 2 O ○ ○

38 O
登録販売者特
別講座 I

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 O O O

39 ○
登録販売者特
別講座 Ⅱ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ O O

40 O 登録販売者特
別講座Ⅲ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 〇 O ○

41 〇
登録販売者特
別講座Ⅳ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に
合格することができるようになる。

2 30 2 O 〇 〇

42 O 登録販売者特
別講座 V

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 O O O



43 O
登録販売者特
別講座Ⅵ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ O 〇

44 ○
登録販売者特
別講座Ⅶ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ O 〇

45 ○
登録販売者特
別講座Ⅷ

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ ○ ○

46 ○
登録販売者特
別講座区

登録販売者試験の対策学習を行い、試験に

合格することができるようになる。
2 30 2 ○ 〇 O

47 ○ 実習指導 I

ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 O ○ ○

48 〇 実習指導 Ⅱ
ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 〇 〇 ○

49 O 実習指導Ⅲ
ドラッグス トアにおける実務実習につい
て、現場での留意点や技術向上のための知
識を身につけることができるようになる。

1 30 2 ○ O O

50 ○ 就職指導
就職活動を成功させるために社会人基礎力
を学び、履歴書作成・面接の実践ができる
ようになる。

2 30 2 〇 ○ ○

51 ○
ドラッグス ト
ア実務実習

登録販売者 (店舗管理者)の要件である実
務実習を月80時間程度行い、実践的な知識
と技術を身につけることができるようにな
る。

１

　

　

２

960 〇 ○ ○ 〇

52 ○ 海外研修
海外の病院や医薬品業界を視察し、国際人
としての知識を身につけることができるよ
うになる。

1 120 4 O ○ O

53 ○ 美容概論 I

皮膚の構造やスキンケアの知識を理解 し、
肌悩みに応 じた化粧品の使い方を説明する
ことができるようになる。

1 30 2 O ○ O

54 ○ 美容概論 Ⅱ
皮膚の構造やスキンケアの知識を理解 し、
肌悩みに応 じた化粧品の使い方を説明する
ことができるようになる。

1 30 2 ○ ○ 〇

55 ○
メイクアップ
テクニック I

道具の使い方・ベースメイク・アイメイク
のテクニックを学び、実践ができるように
なる。

1 30 2 ○ O O

56 ○
メイクアップ
テクニックⅡ

道具の使い方・ベースメイク・アイメイク
のテクニックを学び、実践ができるように
なる。

1 30 2 O O 〇

57 O
メイクアップ
テクニックⅢ

道具の使い方・ベースメイク・アイメイク
のテクニックを学び、実践ができるように
なる。

2 30 2 ○ O O



58 O
メイクアップ
テクニックⅣ

道具の使い方・ベースメイク・アイメイク
のテクニ ックを学び、実践ができるように

なる。

2 30 2 O O ○

59 O
ト ー タ ル
ビューティー
I

カウンセ リングからフルメイク・ヘアアレ
ンジなど総合的な実践ができるようにな
る。

2 30 2 ○ 〇 O

60 O
ト ー タ ル
ビューティー
Ⅱ

力

ン

る

ウンセ リングからフルメイク・ヘアアレ
ジなど総合的な実践ができるようにな 2 30 2 〇 O ○

61 O
ト ー タ ル
ビューティー
Ⅲ

カウンセ リングからフルメイク・ヘアアレ
ンジなど総合的な実践ができるようにな
る。

2 30 2 ○ 〇 〇

62 O
ト ー タ ル
ビューティー
Ⅳ

カウンセリングからフルメイク・ヘアアレ
ンジなど総合的な実践ができるようにな
る。

2 30 2 O O ○

63 ○

ト ー タ ル
ビューティー
V

カウンセ リングからフルメイク・ヘアアレ
ンジなど総合的な実践ができるようにな
る。

2 30 2 O O O

64 O
ア ロ マ テ ラ
ピー

精油 な どの基礎知識 を学 び、ア ロマテラ
ピー を安全に使用することができるよ うに

なる。

1 30 2 ○ O O

65 〇 美容総合 I

化粧品選びか らフルメイク、スキンケアな
ど、美容について総合的な説明が出来るよ

うになる。

2 30 2 ○ O O

66 O 美容総合 Ⅱ
化粧品選びからフルメイク、スキンケアな
ど、美容について総合的な説明が出来るよ
うになる。

2 30 2 O O ○

含 討 66 4斗 ヨ 164早位 く早 位 時 間 )

授 業期 間 写卒業要件及び履修方法

1学年の学期区分 2期
2年間の合計修得単位が 可司4単位以上の者は、卒業することができ

卒業要件 :る 。
※不合格科目のある者は卒業判定会議により最終決定する。

1学期の授業期間 15週講義 ,演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
り行う。

履修方法

司 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科日についてOを付すこと。
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